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◆学生の声
　本研究室に入り，レーザーに関
する知識はもちろん，化学や生物
に関する知識も深めることができ
ました．国際会議や論文発表の場
だけでなく，留学生の方との交流
もあり国際交流盛んな研究室だと

思います．今後も川田先生をはじめ，研究室内外の
先生方のご指導のもと，研究に精進していきたいと
思います． （松村 行真）

　◆研究室紹介
　光を用いた顕微計測技術の開発を中心に，マイクロ・
ナノ領域における物体のレーザー加工・制御技術を開発
するとともに，それらの応用展開を目指して研究を進め
ている．
　顕微計測および加工技術の応用として，ビットデータ
を光軸方向にも多層に記録・再生する次世代の超高密度
メモリの研究を進めている．本手法は，レーザー光の集
光位置でのみ選択的に生じる非線形効果を利用してデー
タを記録し，再生に共焦点顕微光学系を利用している．
　光学顕微鏡の回折限界を打ち破ることを目的として，
電子顕微鏡と光学顕微鏡を融合した新しい原理に基づく
高分解能光学顕微鏡の開発を進めている．電子線を用い
て微小な点光源を励起し，その点光源を走査することに
より高分解能観察を実現する．本システムは，電子線を
利用しながらも，大気中や水中の試料を観察することが
可能である．
　また，自己組織化プロセスのレーザー制御，光を用い
た微小物体の駆動制御，蛍光寿命測定による細胞内のカ
ルシウムイオン濃度の測定などの研究を進めている．

　◆具体的な最近の研究テーマと成果

テーマ 成　　果

高密度光メモリの開
発

国際会議報告
学術誌投稿
ISOM09 Student Award受賞
ISOM10 Academic Award受賞

高分解能光学顕微鏡
の開発

国際会議報告
学術誌投稿
バイオイメージング学会ベストイ
メージ賞受賞
日本分光学会優秀発表賞

自己組織化過程の
レーザー制御

国際会議報告
学術誌投稿
レーザー学会優秀発表賞
ISOT10 Innovative Award受賞

細胞内の蛍光寿命測
定 応用物理学会発表
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